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1-4-21 日雄吾註濯板の音声認識への応用＊

噂氾拓△中嶋章子楠原久代前原文雄 （松下電器中誦）
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が長丹畜と前堤音令伶の問には特微があリ、
長丹音が'rらになリ得るのは、前按音

恥噂、九になリ得るのは2釦
か沼在しない（表2)。しかも rね＋長
鐸」が玉+~'」になることはな\,¥。
例えば、丑篤を音声入力（た特、 r
そーれ一 J に対し rそうか 'J rそうれ
え」 rそお汎いJ 「そおれえ」が長鐸
友樹蘊となるのに対し、表砂睛えで,rそうれい」贔 l該却さ炭る．鰤語辞
書・一叡羞あける効果を表3に示す。（エ段+rいん）／（鱗十ち／九）が
全て長号唐化するわけではないぶ、 この艤萩によリ長母音の約7劇が一恙に文字の
表話を決定できる口鯰lされる。

詞譴組情報の鑓l図2の履糸においてー域文章を
吾声入力If::::tのとし、長母音の誤認識はないものと（ て単
音節認識李笈ぷ0,70芦の認識紺肖を第5イ耳で‘出力する。
認諏譲度に基づいて単音珈祖靱ら文麟補を作成し(!)
噸吠理器疇且這鮨l鵬こよる麟削減を行う。そ
の後正恥磯合を行う。王鰍節噂合されるまでの識
は、即も描文Lベル以上の処捏回孜を意味する。日本語統計
績報を1喚次刹用（た府の効臭量を図3立、す。

表2 長母音変換情報

g己:~~ 1 tr1t~ 、 ど、の占
表3 fill音異文字変換 • 長母音変換で一g決定できない音節致

詞類 日立印 ー殴文m
全体数 62550 84138 38428 
じ／ぢ、ず／づ、 表lの場合 2472 3418 1168 

····-·-·-· - • · · ·-· -全ての場合 3569 ー・...-・-・・・・・--つ／っ 4800 1883 
工段＋（い．え）表2の場合 1429 1748 885 
オ段＋（ ー・-・-・-・-・--う，お）全ての＆合 4980 ・・--・-・・-・-・-・・-・--・--・ 5698 3159 
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図2 坪岱氾；；構成
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1 : 日本梧統計情報を利用しない， 2:音節迎鮫情毅を利用.3: 音節速絞情報と同音異文字変換情報を利用．
4, 音節速鎖情報と同音異文字変換情報と長母音変換情報を利用．

戸麟
図3.一般文立における日本語統計情報の効果

べ）瓜上の言語翅聾繹扉切叡渠いて萄邊鋤職
恥異又字変換麟•長分音麦換詣反を屎上げ、その特倣を明らかにし文奪作成吟
にあける文鈴訂正牽と言語諷tの犀を衷めた。これら3麟のうちは観
麟諏履吐底効であリ、次いで長母該拗麟饂陶改鍬躊‘の履｀り上位
にある爆合に麻効であることがB月らかとなった。 jた醸農文字紐麟l誌立フ
た麟が見汎lなかフたが、今浚評価 ‘ データをク＜（て再評蝕すると共Iて、
他応鵡闊麟..._フいて転（て”定である。(=・卿叩碑国~-,鵬記知論いただいて\~螂丘紐11す。 =! 翡后悶．ー：忠：';:)
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